








要約:先天性心疾患術後患児 71 人の保護者に学校生活に関するアンケート調査を行った。

学校側の病気の知識不足が理解を妨げる最大の原因と考えており、学校と家族の話し合い、

医師から学校への説明の必要性をあげていた。体育授業は主に医師の指導で制限の有無が

決定され、現状でほぼ問題ないとしているのに対し、遠足や宿泊行事では両親の考えが半

数以上で反映されており、両親の責任で参加させたい希望がみられた。家庭-学校-医師の

十分な連携が学校生活の質、さらに患児の QOLの向上に結びつくと考えられる。


